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 Ｂ．関連事業への参加、支援 

    本事業に関連して、参加、支援した事業は次のとおりである。 

 （１）平成２３年度環境省「びんリユースシステム構築に向けた実証事業」＊2 

   福岡地域におけるリユースびん推進会議 

   ①会議出席   第１回  平成２３年１１月２８日（月） 

           第２回  平成２４年２月１６日（木） 

   ②緑提灯配布行動の協力  平成２４年２月１６日（木） 

 

 （２）平成２３年度「市町村のための廃棄物政策力向上セミナー」＊3 

    セミナープログラムでびんリユースの活動状況を紹介し、普及啓発を図る。（予定） 

   ①開催日  平成２４年３月２日（金）（予定） 

 

 （３）平成２３年度奄美地域びんリユース啓発・利用拡大＊4 

   ①業務店（居酒屋等）で利用可能なびんリユース促進広報事業 

     びんリユース促進及びリユース事業を拡大するＰＲ用資料を作成し、業務店で告知利用可 

能となるよう配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      
＊2 ：環境本省が「平成２３年度びんリユースシステム構築に向けた実証事業」で採択した事業の一

つ。九州圏におけるびんのリユースシステム構築事業として、①「福岡地域におけるリユースびん促

進会議」として、酒類卸・小売、量販店、業務店・居酒屋チェーン店、一般消費者、自治体等の関係

者が一堂に会し、リユースびん普及に向けた意見交換・合意形成を図るとともに②賛同する事業者・

自治体に対して、Ｒびん応援宣言として緑提灯を配布する。 

＊3 ：九州地方環境事務所の「地域循環圏形成推進調査」の一環として、地方自治体の職員向けに実

施している研修会。九州地域における廃棄物処理行政の取組を紹介するとともに全国の先進事例や研

究・調査結果についても情報提供しており、平成２１年度のセミナーでは九州一円から１５０名を超

える参加者を集めた。 

＊4 :九州地方環境事務所が平成２１年度に、「奄美エコマネー事業」を通じて一升びんの回収・リ

ユ－ス事業を展開している奄美市及び地元ＮＰＯ法人の活動を支援したが、最近では登録店舗数と会

員数の伸び悩みにより事業運営システムへの影響も見られることから本年度の支援事業となった。 
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   ②びんリユース促進広報資料の作成・印刷事務 

     エコマネー運営委員会等の開催を通じて、びんリユースの仕組み及び奄美エコマネー事業 

の流れの図解付き説明書を作成するとともに他の主体と連携した島内リユース促進資料を 

作成する。 

   ③事業効果の検証 

     エコマネー会員登録加入者数やびんリユース利用率の数年間経過を見られるようなシス 

テムを確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


